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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1959イト9月201：1’麩」：i，［1）

　　クワを侵r4¶｝iyPOn・ryces　solani　（Fttsaノ’・ittn7　sotani）　P・；L　　　　　『ずることに寸’るo

一す’でに報告しゾこよう｝こ2つの1洋｝こうnL　l．〕‘ら＞1しlo（ia・i，o）c，塾：’で　　　　　　’参ワ5「獅　1－lyPomツces　solani　f．　c，1‘‘rZSi’bitue　籍i夘λ1∫・ttr・r．ドさ

らはこれらの各々に砺ρo脚oθssolani　lf．　MO2’i，及び　　　・．．1たCalifomia．大学H．　N。　HANsEN　i散授及びW．　C．

Hyρo”・zyces　solani　f．　radicic‘，la　race　2　な《，名桶モを・’」・え　　　　　SNYDER教1受，　∫屹びにり」嬰黄1、峯ヂf．．．．1・；ジ1’：；1唆≒を1！易オ）”・．）たンド～｝ζ：

た（20・2t）。　llypαmyces　lfromoeae（HALS．）WR。（．Hyju♪・　　部の1．・モ島11／」教授に深iil．｝0．）意を表すと）D叉芽枯病被J　1：　，・1．’　t・　＃t・条

MYCCJS　solaniのsynonym． jやHンpamyces　solaf・ii　f．　　を採集，御送付願・：）ノこ埼三i三県讃1業1｛」℃験場の柳沢1：支師並び

crucurbitaeがヘテロ．タリックであ為ことはすでにDIMQ一　　　に岩．：．「・県ヨ1曙匙試験場の及川・i．支師に．対しても厚く感謝の：意：

CI〈（4）と　SNYDER、及びHANSEN（10・11・24）によつて｝リ1ti’か　　　　を・：～ミする｛：

にされているが，簸者らもクツを侵すH．solaniのヘテ
1－2”・リズノ、及びその交i　i己型（mating　type）のi肺r構1戊　　　　　　　　　　供試培養系統

について検討を行い，　H・solani．f・moriにつL・・てその　　　　　この実験に供試した培．掩系統は，：木邦の各地で・採身三し，

；概要を明らかにすることができたので，その稿ll果を｛服告　　　　　ノこクワ勢1：占病病蜘i｝外ら単月包了・分出iliし、た20工省鷲系斥充とソ丙斑

するoff．　solani　f．　radicicola　race　2（z）ヘテμタリズ　　　上に形成され，ノこ完企11与f枇から単・一．・・．・・了・1嚢胞子分離：しノ：二20培

ム及びil町菌の交配型の相互関係などについては後報にゆ　　　義系糸洗1であるc．iそれらの1．・Ll来を’ral）le】、に琳すc，

Table　1．　Sourees　of　strains　examilled

No．　of　strain

217－1＊～24＊，225，226，

232，235，237，240，241，
243

245

247，249，253

258

265

311，312，313，314，
332－1＊，332－2＊

431

432．

Locality　collected

陳1職、謡。讐S・・i1・・Shinshu　U・’v・・

　Sanada　Town，　Chiisagata　CoLmty，　Nag託mo　Pref．

　Matsumoto　City，　Nagano　Pref．

　Nakanojo，　Ueda　City，　Nagan【）Pref．

　Midorigaoka，　Ueda　City，　Nagano　Pref．

｝M・…aw・C・・y・1・・・…e・・

　Kumagaya　City，　Saitama　Pref．

　Konosu　City，　Saitama　Pref．

1）ate　of　collect／ion

APr．｛一’Jun，，　1956

Ju1．，　1956

Ju1．，　1956

Jul．，　工956

Jul．，　1956

May，1957

0ct曾，　1958

0ct曹，　1958

＊　Strains　frαn　single　ascospore．　The　others　started　from　single　conidium．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は組合せるべき2っの培費系統を1本の桑条培工UIに1．司時

　　　　　　　　　　　　実　　　験　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　に植f寸け，対’1時均1毒壁ではそれらを1％藤1糖力μ馬鈴薯膚i要汁

に丁罎縣聯ご野鷺簾難凱111蕩響黎　業㍊叢馨1監3燃灘謙撚富、鵬蕩讐

・灘間稔臨すか・畑・討・た・醐塑雛窪総熱膿膿羅鑑壁繍：灘

＊　信州大学繊維学部植物病理学研究室　　　　　　　　　　　　　つのコロニーの接i合糸泉に涯｝つて，木菌に特予1’a）子嚢穀を
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形成した。結果を総括してTable　2に示す。・表1：［．1の十　　　のをreceptorとし，　これらにdonorとして川いる相

は成熱した子嚢殻が形成されたことを，一はそれが形成　　 ：トの培養糸統の：ノく型分生胞子叉ひ；L小型分生胞子の殺1暴i水

されなかつたことを意味する。　　　　　　　　　　　　　懸濁液を注加し，余分の液をすて，1円1び：三鷺内¢哨：父光下に

T・b1・2．　F。・・ili・y。f・・、・，。i。、。f伽。myces　桝て畷伽形）」kをf胴『方灘よ『’・鍵・・輔1後1ケ」’1

solani　f．　mori　in　lnixed　and　oPPosed　cultures　　　　　’14・，lkそれ・Ll人上経過してから成熟した了・1爬1至斐の形成を調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したL：，結果をTeble　3に示す。
　　　　　　　　　　囲　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　◎）
　　　　　　　　寸　　H　　Oq　　　　　　　　Lh　　σ》　　rl
　　　　ごq　　co　　　I　　　l　　　l　　Ln　　lo　　　l　　　l　　　［
　　　　o◎　　lo　　卜唖　　tN　　 卜　　 ca　　畔　　 ト　　 ヒ、　　b㌔
　　　　cu　cu　日　嵩　E［l　eq　cs］　爲　爲　寅　　　　　　　Tablo　3．　Anε11ysis　of　don〔｝r’s　fullctioll　and
．．．．． @．　　　　　　　　．1．．．　．．．．．．．　．　．．　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　recept（，r’s　fu亙1ctiQn　of　8　strains　of

232 @－nv－一一一一＋＋＋＋＋　　　　伽。myces　s。lani　’f．。”。ガ
258

217．．．．4

217…11，

217…・24

235

245

217・F・5

217…・9

217・．一・19

一　　一　 一　 一　　一　　十　 一　　十　　十　 十　　　　　、順．．一一

一　一　一　一　一　一卜　十　十　十　十　　　　　　＼＼＼　　　　D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．㌧、、』

一一一一一 ¥十十十十　　R’．’・．＼、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’H」■t．．
一　　　一　　　一一　　一　　　一　　　一1－　　一ト　　ー1－　　一ト　　ート　　　　　　　　　．．1．．．．．．‘”．．…．．門’』．……………’

十・　　十　　十　　十　　一1－　　一　　一　　一　　＿　　＿　　　　　　　　　　　　232

→謄 @　一　　”E彌　　十　　 一ト　　ー　　一　　 一　　 一　　 一　　　　　　　　　　　　　258

十　　十　　十　　十　　十　　一　　一t　－　　一　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　217…4
十　　十　　十　　十　　十　　一　　一　　一　　一　　一

→一　　一ト　　十　　　→一　　十　　　一　　　一一　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　 217・「．・24

＋D・n・t・sthe　f・rmati…fln・t・re　P。ritl、。ci、，　　　235

T。bl，2のように，鰍した1縦紺はいずれも　勺5。　　245

％の個体聞稔惟をラ鷲し，217－・4，217－・11，217・一・24，232　　　　　217－5

及び258のグループと217・一・5，217・一・9，217－・19，235　　　　　217－9

及び245の2グループに11川瞭に分けられるoこれらの．各　　　…一一一．一．・・一・．．一一．・．・一．・一一・．・．．一

tt

　　　　　　剛c㌧】　　◎◎　　閲燗　　（N　　　L6　　　1．Ω　　　1．o　　　a
co　　l．O　　　I　　　l　　o，　　　団l　　　l　　　I
制　　　as1　　　ト　　　ト　　　N　　　個　　　t㌔　　　Ls．
　　　　「一｛　　洲　　　　　　　　　　　r曽→　　N
　　　　倒1　　c㌔1　　　　　　　　　cq　　姻

＼一一一＋＋＋＋
　＼’、

　　　　　　　　　　 ’　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　にH
　　　’＼、

　　　　＼＼
一　　一　　＼．・＼　一　　十　　十　　十　　十

一　　　一　　　一　　　＼＼　　一ト　　　ー｛一　　一ト　　　ート

　　　　　　　＼．、、

十　十　十　十　＼一　一　一

．．＿一一m＿．
Q＼、＿．．N

　　　　　　　　　　　＼＼

＋＋＋＋一一 _－
　　　　　　　　　　　　　　t．t，
十　十　十　十　一　 一　一　　＼

＼

・のグルづに属する培餐系統は，1杷のグループ1・ヨで　　D；．St・nins　used　a・d。・…R；・t・・i・s　u・・d

は自己不稔であ・ととも・個体「1：／1　z｛　－T・，S，で・・…期・　鷺。麗瓢、ell。Den°tes　the　f°「nlati°n°f

グループの間では245×258の組合せを除いてすべてfllil　f＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

間稔性iを示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　3のように，232，217＿．4，217＿．24，235，217

　　　　　　　　　実験　”　　　　ヨ簾留1儲1讐蟹鵜旨潔浬麟灘讐

　実験1の結果から，「r．solani　f・7110i’iは1；月らかにへ　　　の機能のいずれをももつているが，258及び245は単に

テロタリックであり，その交配型は2つのグループから　　donorとしての能力しかもつていない。

成ることがわかる。しかしH・　solani　f．　cucurbitaeのへ　　　　ここで，和合的な相．ii］τ・の了・嚢殻原基を1受精せしめうる

テPタリズムに関するHANsEN及びSNYDER（lf］・11・2a）　　能一」・）をM，叉禾【：1合的な相．ii｝r・一　a）spermatiaを受けて成熟

の報告によると，同菌の交配型の出現には幡及び和合型　　　した子嚢殻を形成しうる能力をFとし，さらに，232，

の2組の因子が関与している。H・solani　f．”variにおい　　258，217－・4及び217－24のグルP－一プの和合型を十，

ても，このような2組の因了・の存在を想定するならば，　　　235，245，217－・5及び217－9の和合型を一で．表すなら

実験1の方法ではII生因子の構成を明らかにすることは不　　　ば，　Table　3に示した8つの培養系統の因・了構成は次の

可能である。そこで，璽にその点を解明するため，上の　　　ように表現することができる。

実験に供試したもののうち8培餐系統について，授｛’，llj’法　　　　　　232，2／7－・4，　217－24－……・・MF十

によつて：：r嚢殻の形ll気を検討した。　　　　　　　　　　　　　258　　　　　　－・……M十

　実験方法は，供言重t培餐系統を1％轍lll川桑条皮煎汁窪　　　　　　235，　217・－5，　217－一一9・・…・……MF一

天斜面に1・直付け・て室内の散光下でll勺1ヶ月．発育させたも　　　　　　245　　　　　　…………M－一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るならばその解明は一一層容易と賑る。標～lli培養系統とし

　　　　　　　　実験　m　　　　て齢撒でd。。。，及び，ecept。，として、糊1旨が割

　実験Hによつて，Table　1にあげた40培養系統のうち　　　r†敏感であつた232，217・・一一・24（MF＋）と235，217－5

8つのものについて，本菌o）ヘテロタリズムの発現に関　　　（MF－）を供1｝」にしたo実験方法の大要は1｝1∫裳験とIll】様

与する閃子の構成が明らかにされた。残余のものにっい　　　であるが，receptorの培養及び季受精後の保管はすべて

てもこれと全く同様の方法で解明することができる。し　　　4111iを2通：の透明ガラスで張つた｝i：IC　I）lc二の入るシi三温｝1｝｝中で

かしすでにMF十とMF一が明らかにされたので，これ　　　23°Cで行つた。1煽ll糸1塵1果をTable　4　a，　bに示す〔⊃

を標準として用い，他の培畳系統をこれらと1；［：口波配す

Table　4　a．　Analysis〔⊃f　mathユg　types　of　36　strains　　　Table　4　b，　Analys　is　of　matliI｝息tyl）L・sτ，f　36　stl’ElillS

　　　　in功力oniyces　sola”i　f．　vnori　by　cr・ssing　witl・　　　　in絢卿tyces　．st」lani　lr．脚アゴ1）y　cr。ti　ti　illtsT　with

　　　　MF十alld　MF－stl－aills　　　　　　　　　　　　　　　MF十and　MF－straills

217－4
217－－7

217－10
217－11
217－13
217－・－14

2正7・一・15

217－・17

217－20
217P－－23

　312
　314
332－2

　432
　225
　258
　tl　31

217－－1

217－2

217－3

217－8
217－9

217－19
217－22

　226
　240
　241
　249
　253
　313

332－1

217－18

　245
　237
　243
　311

MF十

　　　　　対I
cq　　　　　　　N
ca　　　　　　　I
N　　　　　　　ヒ、

　　　　　お

十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十

十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十

十　　　　十

　　M・一　　＼
　　　　　　　　　　　　　＼＼　R

Mn　　　㌣　　　　　D　＼
い1　　　　　　L、　　　　　　　　　　　　　　＼，
　　　　　r司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、
　　　　　ひ亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽．、

十　　　　十　　　　　　　2174
十　　　　十　　　　　　　2177
十　　　　　　　一ト　　　　　　　　　　　　　217－10

十　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　217・11

十　　　　十　　　　　　　　217・…13
一ト　　　　　　　・tト　　　　　　　　　　　　　217・』14

＿ト　　　　　　　ート　　　　　　　　　　　　217－15

－一 @　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　217－17

十　　　　十　　　　　　　　217…20
一ト　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　217…23

十　　　　十　　　　　　　　312
十　　　　十　　　　　　　　314
十　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　332－2

十　　　　一　　　　　　　　432
－　　　　－　　　　　　　　225
－　　　　－　　　　　　　　258
－　　　　－　　　　　　　　431
－　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　217・一一1

－　　　　－　　　　　　　217－2
－　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　217－3

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　217…8

－一一 @　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　217－9

－一 @　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　217…19

｝　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　217－22

－　　　　－　　　　　　　　226
－　　　　－　　　　　　　　240
－　　　　－　　　　　　　　241
－　　　　－　　　　　　　　249
－　　　　－　　　　　　　　253
－　　　　－　　　　　　　　313

一　　　　一　　　　　　　　332－・・1
－　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　217－18

－　　　　－　　　　　　　　245
＿　　　　－　　　　　　　　237
＿　　　　－　　　　　　　　243
－一一 @　　　一　　　　　　　　311

1

MF十

　　　　　坤cu　　　　　　　“｝
co　　　　　　　　I
N　　　　　　　t㌔

　　　　　お

十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十

十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
一　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十

十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十

MF＿

ln　　　　　　　tO
pm　　　　　　　ト
ひ1　　　　　　L、

　　　　　爲

十　　　　十
・1－　　　　十

十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十

十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　十
十　　　　　十

D；Strains　used　as　Clonor，　R；strains　used　as　　　　　　D；Strains　used　as　donor，　R；strains　used　as

receptor．十Denotes　the　formation　of　mature　　　　　　receptor．十Denotes　the　formation　of　mature

perithecia．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　perithecla，
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　Table　4　a，　bにおいて，217－－4から432霞での14培費　　　の多少は火休においてreceptor　としてIllいた培養系統

系統はMF一の標醜ll提系統と1；1，1互に稔性を示し，叉217　　の牲質によるもののようであつた。この点については引

一・Pから332－・1までの14培養系統はMF十の1．、酒〔培縄系　　続き検討「1，iである。

統と相Z（，ilに稔｛生を示している。したが・：1）て，217－・4～432

はMF＋，217－一・1・－332－’1はMF一である。これに対し　　　　　　　　　結論及び考察

て・225・258・431・217｛’18及び245は「ecepto「としての　　　従来の研究撮r普によると，　A呂comycetesに二1’sけるへ

能力をもつていなくて・ただdonoi’として作川させた　　　テロタリズムは大休次のような2・：）のタイブに分けられ

場簾のみ，225・258・431はMF一の欄蝋3孫糸充　駄，である、，
を・又217｝18・245はMF＋σ！’欄1柵・綿幽受1…lltさせ　　その第1の川翔、α。。’，。。，lltt　cinsr。lata　｝こみられる

る能：塘もつている・したf・’1つて，こ牙・らはそれ’ど脚＋　よ瞭＿知タリズムで繍調菌の：矧己畑棚糊系

及びM『d・することができる・237・243及び311はい　は）1・常に複1鞭，他・膨く、1）ヘテ・例。ク嫌状菌の

ずれの場舎にも標セ｛〔1・腿糸統と全く鳩1」；し撫’。あll，2　　，k　一・7・｝に，2又は4のグル・一一プに分けぞ：、ことができム：い。

7刷1．磯維の交　1己によつてできた「孫釧1にこa．1）　，，1’う　WH・・LE，；R・…如・そ・・IIき剛1’儲、・，。，1賄に｝：1ζ、と，〔こ

なタイプが現われた場C〒は当然ueute「と’1一べきであろ　　の、い）な交配型lj：，もとも、』、1需タリック瑠1駝L型にそ

うが・ここで1　懲こ酬1’ている3工縦綿己けいず温　1　綱、・・（Jいる・1蜘遺1川1ゆ・・lw）どれかが烈変｝胱

然発生の病斑から分il；llされたものであ～（・カら・これを　　起すこと｝こ1kつて生ず姻、び，〕で，異つた廻1己型レ・，間にみ

・・uterとすべきか，麟㌔’1馳゜蜘【ll卿11」耐≧：，　tl，’i．1　らオ，ゐII・1｛州側…1寡，献か颯・、・ノ1，　Vitanlill麟、k

体とすべきかは決定できない。沈貞お・この実験の範ll貼内　　する菌株をn｝inimal培地で【in［］“j：’に培鳶した1矯にみら

では・F十及びF一は発兇できなかつた。　　　　　　　　れるmutualistic　symbi〔｝siscM）の如き現象とみなされて

T・bl・2～4の網ミから’鰭らがここで1磁つたH・　V、る。

s・lani　f・m・「iの4°歩縦系統について1購かにすること　A、c。mycet，，のヘテ。タリズ、、・沸2の眉ザにお

のできゾ咬鯉の因子構成と・’tの各々に属す翻蘇　いては，その：交醐撚取「掴のグlv．、．．一ブに分肪れ

統数をまとめると次のようになる。　　　　　　　　　　　る。中でも，性的には雌雄同体であ≧；功和合型の・らがい

　　　　辮＋：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：11｝19　§票：1募、微謹雰隷講劉ll欝

　　　　謹一：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：11｝・8．　　灘灘凱蕩瓢蹴濫撒瓢慰濃：

　　　　neuter叉は他の繁殖集団　　　　　　　　　　　　 mella　fimbriata（17），及びEndoconidioPhora　phagacearttm（u）
　　　　に属するもの’…－t…’°…’3　　　などの灘iがこのタイプの1ヒ紬なものであIC、。　Netero一
　　　　合　　　　言十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　　　　　　s」Pora，｛ヲtrasPerma（6・s）及～つミ　P～eκrage　anseri7ta（7，1）or）攻11く，

　すなわち，MF十：MF－，　M十：M一及び十：一は　　しばしば2核を念む：大型の了嚢胞．r・を形成し，見かけlr．

いずれもほぼ1：1の割合に存在することがわかる。　　　ホモタリ・・、クの如く行動する菌もJ．；，1・i（則的にはこのタイブ

　F因子をもつ培楚系統は明るい陽所で培養されると，　　　とみることができる。又，ヘテ1＝タリズムび）鰯析が対峙培

授精前にすでに子嚢殻原基を形式する場合が多い。子嚢　　　養に類似した方法によつて行われているため，2群に分

殻原棊は培養子座上叉は管壁に沿つた菌糸上にiPjl径O．1　　　類されているそれ、らの交配型がすべて｝1こ｝鷺正：に稔性を示す

mm位の燈赤色の小点として肉眼でみえることもある　　　かどうかは明らかでないが，　Ei’ysiPhe　cichoraceai’um（27），

が，顕微鏡によらなければ発見できない場合もある。和　　　Ceratostomella　ulmi（25，ZS），C．　inultianmtlatat3），CochliobolUS

合型の十，一のちがいは本菌の形態又は培養十生質からは　　　heterostroPhus（1の及びTrichometasPliaeria　turcina（1のなど

全く区別することができない。　　　　　　　　　　　　　の諸菌も大体このタイプに属するもののよプCある。し

　なおTable　2～4には各々0）紐含せのヨ：嚢殼ヲ「多成1：を　　　かしこれらの菌では，その｛｛1型がいずれも雌雄岡休でits

示してないが，その数は1試験管当り数個のものから数　　　るため，交配型の「芦iドr・構1戊における｛生因子と和合型因子

百に及ぶものまで非常にまちまちであつた。しかし，そ　　　の関係が明確にされていない場合が多く，中には和合型
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のちがいを性のちがいとして記載している例もみられ　　　統1ま2種の和脅型（十，一）に分けられ，夏に6つの雌

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄］・1’／J体（MF十3，　MI　－3）及び2つの単性雄（M十，M－）

　これに対し・HANsEN及びSNYpER（1〔）・1t・：，1）及びE・一・　　o）存在が明らフう・にされた、次にMF十とMF一の各2培

ANI（9）による　HyPomyces　solani　f．　（：ucurbitctcのヘテ　　　　喪引～統を1，yi・、ttfiとし，こオ1、爵，と1・llll1，：交i　illす・と）ことによ♂．）て

ロタリズム及び性の遺伝にIYUする研究では1・1菌の交111Ll型　　　残余0）培趨系統cyl）父配∬1望をPI　I析し．た。これ↓）のり≦験糸ll，果

の・［1に」述の諸菌に・みられるよ熟：ちが・．）た禾11網llを｛、　を綜合して，供，、にした40胴蘇細よMF＋16，　MF－16，

つlllll雄同体のほか1擁llの、交配型もPり1らかにされ，利合型　　M十3，　M－2及びどo）．た配型とも反1，δし撫・もの3か

因子と｛生因子とは各々独1i’tlに還伝して同菌のヘテ1＝タ　　ら成ることがわかつた（り

リズムの成立に関勺・していることがfil・1｛明され，た，、これら　　　　1リ、　L　o〕結果から，　llyPomyccs　solani　f．　f710riは・・般

の結果から　SNYDERオ女びHANSEN（2‘Dはかかる2種の　　　に螺i雄illll休で利rl型・・、テロタリズムな示すが，少数のも

ヘテ「～タリズムを和‘旨r！l【｛・…’μ、クリズム（c・mpatil）ility　研lt　llt性で晒一（1謡【1分ll勺には｛．’L・・テμ．矧ズムも1Wl～

hete1’・thallism）及碑i．…ヘテ・タリr）・1”　！、（sex　h・te「…　　．．）て’k，肌てい≧1，ことカ・川らか・eある、，

thallism）と1呼んて1“区二別している、：，［lrll受らa〕見lil￥Fよasco－
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㈱SNYDER，　W．　C．＆HANsEN，　H．　N．：Amer．　J．　　　of　this　expei’iment　demonst1’ated　6　herinaphro（lites

　　　　　　　Bot・・28，738－742（1941）　　　　　　　　　　（3　MF十and　3　MF－）and　2　tmisexual　inales（M十

鋤　　　　一．一一＆一一一．・一・：Phytopatll．，44，338－432　　and　M－）．　The　mating　types　of　all　the　other　strains

　　　　　　　（1954）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　analysed　1〕y　cro＄sing　witll　MF十and　MF一

㈱　SwlNGLE，　R．　U．：同．．」二り26，925－・927（1936）　　　　strains，　which　were　obtained　in　the　above　experi．

鮒　WHE肌ER，　H．　E，：【司一．1二．，44，342－345（1954）　　　me：lt．　In　the　results，40　strain5　examined　proved

㈲YARwooD，　C．　E．：Science，82，417－・418（1935）　　to　consist　of　16　MF十，16　MF－，3M十，2M－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E｝ユ1〔1　　3　 1101ユー－1閣e三しctive　 stl－Eli！1s．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Su）11111a「y　　　　　F，。。、・1，。、。　f。c・，，　i、　i、　c。ncl、、d，d，11、t　m、。y

　　This　paper　deals　with　the　heterotha11ism　in　Hypo・　　　stl・ains　of絢ρ、，1］・zyees　solani　f．7nori　al・e　hermal⊃hro，

myces　solani　f．　〃rori，　one　Qf　the　causal　fusaria　　　ditic　and　show　tlle　c【〕mpatibility　heterothallism，

of　the‘‘bud　blight”of　mulberry　trees．40　Strains，　　　but　a　few　a1℃unisexual　and　sex　heterothallism

derived　frorrl　val’ious　localities　in　Japan　and　started　　　　may　occu1・e　simultaneously、

from　single　ascospore　or　conidium，　were　used　in　　　（Labo1’atory　｛）f　PhytopatholQgy　alld　Mycology，

the　experiment．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fac瓦11ty　of　Textile　and　Sericulture，　Sh加shu　Uni－－

　　Firstly，　the　inter－fertility　乙1mong　10　strains，　　　　versity）

which　were　chosen　at　random　from　40　st1’a｛ns，　were


